
 
 

【講義の様子】 

【養成講座の様子】 

 
 
 
 

１ 活動の概要 
 

対象学校名 小林市立西小林中学校、西小林小学校、幸ヶ丘小学校 

活動分野 学習支援活動、学校行事、登下校の安全指導、環境整備 

【主な取組】登下校安全指導（通年）、読み聞かせ（通年）、太鼓指導（通年）、茶飲ん場（通年）、

まちたんけん（６月）、水泳指導（６・７月）、手話講座、ホタル学習（７月）、稲刈り、脱穀（10・

１１月）、未来予想図講話（１１月）、ヨガ教室（１２月）、卒業生の声を聞こう（３月） など 

【連携・協働している機関】にっこばまちづくり協議会、協働の学校づくり推進協議会、小林

市社会福祉協議会・包括センター、学校運営協議会、ゆめいろ文庫 など 

○地域学校協働活動推進員 ５人（地域住民） ○ボランティア登録者数 ３０人 

２ 特色ある取組の紹介  

① 「 幸っ子フェスタ 」・・小学生 

 

 

 ○ 活動内容 

・保護者や地域の方とふれあう「幸っ子フェスタ」を１０月に実施した。 

１～４年生が昔の遊び「笹舟づくり、数珠玉あそび」、５・６年生は、 

板金製作を行った。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等） 

・今年は、コロナで外に出て人と会う機会が減ったので、こうやって 

学校で機会があるとありがたいです。元気がでます。（地域住民） 
 

 ②「 われら西小林探検隊！～西小林のすごい『もの・こと・人』を見つけよう 」‥小学３年生 

 

 

 ○ 活動内容 

 ・自分の在り方や生き方を考えるキャリア教育の観点から、地域の人財

（保護者）にゲストティーチャーをお願いし、仕事への向き合い方や

思い、今後の目標等について話をしていただいた。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等）  

・子ども達は身近な方々からの話を直接聞くことができ、自分の将来の

夢や職業等について大いに参考になったようである。（教職員） 
 

③ 「 認知症サポーター養成講座 」・・中学３年生 

 

 

 ○ 活動内容 

  ・これまでも実施していた講座であるが、今年度は、その学びを深める 

ために、小林市社会福祉協議会と連携し、高齢者疑似体験学習も実施。 

○ 事業を実施して（参加者の声等） 

・認知症を患う高齢者への対応を学ぶだけではなく高齢者が介助を必要 

とする場面について考えるなど、「福祉」について広くとらえること 

ができるようになり、大きな成果を得ることができた。（教職員） 

 

本部名：西小林中学校区地域学校協働本部 

連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２ 

ＦＡＸ：０９８４－２３－９７００ 

《ここがイチオシ！本部自慢！》 地域人材を積極的に活用したキャリア教育 

《ここがイチオシ！本部自慢！》地域とともに考える西小林のすばらしさ！ 

《ここがイチオシ！本部自慢！》 昔の遊びや生活を学びながら世代間交流を図る！ 

【数珠玉で小物づくり】 


